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一．はじめに　
相模人形芝居は旧相模国、今の神奈川県で伝承されてきた人形浄
瑠璃である。かつては酒匂川沿いに一五か所伝承地があったようであるが
（注１）
、現在は厚木市の長谷座・林座、小田原市の下中座、平塚市
の前鳥座、南足柄市の足柄座が活動している。　
相模人形芝居は文楽とは違った特徴があり、それによって国指定
重要無形民俗文化財（長谷座、林座、下中座、昭和五 年） 、県指定無形民俗文化財（前鳥座、足柄座、昭和五七年）になっている。　
相模人形芝居の大きな特徴は、鉄砲ざしと呼ばれる構え、操り方、
鉄砲ざしのかしらを継承していることである
（注２）
。鉄砲ざしのかしらは
文楽風に構えるとやや上を向く。永田衡吉 鉄砲ざしの構えを「カシラの心串を持つ主遣の左腕は、やや肱の部分を下にさげ、Ｖ型にして、更に前腕 前方に傾ける。人形遣の身体の線より前方に倒れている。
（注３）
」という。筆者は鉄砲ざしは、かしらから考えると文楽よ
り前に遡 遣い方ではないかと推測している
（注４）
。
　
鉄砲ざしのかしらと操り方は相模人形芝居に限らず、阿波淡路の
人形浄瑠璃や長野県伊那谷の人形芝居でもみられるが
（注５）
、相模人形芝
居では、鉄砲ざしは現代の上演活動を取り巻く変化の中で意識され
ることも少なくなり、失われつつあるように感じる。上演の場は劇場や文化会館へと変わ 観客も地域以外の大勢の人が見るようになって、各地の人形芝居にも文楽のような繊細で美しい 形表現が期待されるようになってきた。同時に演じる側の用具や演 方も変わってきたのではないかと思う。　
そこで鉄砲ざしの検証と再現を試みる研究を、相模人形芝居を例
に、平成二二年度～二五年度に科学研究費補助金を得て行った（課題名等は末尾に明記） 。検証方法の一つは主にかしらと遣い手等直接的な関係者の聞書きである。それを に再現映像（ＤＶＤ「江戸系鉄砲ざしの検証と再現」二〇一四年）を制作したが、検証のために行った聞書きも貴重な資料であ ので併せて報告 ておくこにする。　
聞書きは、明治大正期の話を知る、戦前遣い手であった指導者か
ら習い、戦後支えてきた伝承者を中心にできるだけ大勢 五座の関係者を対象 行った。話者は高齢になられ い やはり聞書きは急務であった。　
聞き手は研究代表者の大谷津早苗と、研究協力者の林美禰子であ
る。林美禰子（昭和二〇年生まれ）は昭和四〇年頃から相模人形芝
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居の研究に取り組み、現在は下中座座長で、下中座、前鳥座で演技指導を行う。足柄座、長谷座、林座とも昔も今も交流があり、総じて戦後の相模人形芝居を最もよく知る人物の一人である。　
聞書きは、操り方の変遷、鉄砲ざしがどのように伝承されてきた
のか、また失われてきたのかということを中心にしたが、話は操り方に限らず、舞台、公演、人形、遣 手、遣い方、継承の仕方、座内での役割分担等にも及んだ。 林美禰子は通常聞き手 て参加し、下中座の聞書きの折は話者として参加した。他座の 書き も、よく知るがゆえの話者的な発言 即ち見解や問題意識が含まれていることをお断りしておく。　
執筆分担は一、 三が大谷津早苗、二が林美禰子である。ただ 二
は林の原案に大谷津が一部加筆修正した。二．聞書き（一）足柄座日時：平成二七年八月一一日
　
13：
30～
16：
10
場所：南足柄市郷土資料館話者：市川鉐
せき
雄お
（大正一四年生まれ、 郷土史研究家）
　
前沢イネ（大
正一三年生まれ、元座員）
　
玉野美津子（昭和一九年生まれ、座長）
　
武藤瑞乃（昭和三一年生まれ、座員）
　
鈴木宏江（昭和一八年生
まれ、前座長）
　
※
立場
・
年齢
は調査当時のものである。以下同様。
①班目人形の関係者、継承の仕方、上演　
市川鉐雄さんが『史談あしがら
　
第一集』 （昭和三七年七月一日
発刊）に掲載した人形関係者の生・没年月日について、珠明寺の先代住職さんが過去帳で調べたものを拝借して書いた。過去帳そのものを見たわけではないと発言された。　
市川さんによると、班目の男性は一五才で部屋住み（今の青年会
のようなものと説明された）となり、 先輩たちと寝起きを共にして、様々 伝統、 しき り、 文化などを教わっ 人形もその一つだった。　
まず、 義太夫を習う。一つの演目が語れるようになってはじめて、
人形にさわらせてもらえる。何年もやっていくうちに、得手 不得手がはっきりして、語り手、三味線弾き、人形遣いにわかれていった。したが て、班目地区で上演する時は、人形も床も班目人形座がやった。しかし、班目地区以外で上演する時 、床は他 地区の人だった。　
班目地区に住んでいる市川さんと武藤さんで、班目人形の人々の
住所などを調べてくれていた。今の班目地区の中の「小市」と う集落は後から班目に組み込まれ 所なので 人形の活動には参加していなかったという話が伝わっていたが、調べてみる 、 「小市」の集落でも参加していた人がいたことがわかった。その人々は皆、班目人形座の親族であることもわかっ 。②婦人会による復興　
昭和三〇年一一月三日の中央公民館のこけら落としに、班目人形
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座による『絵本太功記』などの上演があった。その折、傷んだ人形用具の修理・維持管理に危機感を持った南足柄町の教育委員会が、永田衡吉先生の紹介で大江巳之助氏夫妻を招き、湯河原温泉箱根屋に約一ヵ月宿泊して、カシラ三〇個を修理し 。　
町は修理を終えたかしらを使って班目人形の復活を願ったが、そ
のころ班目地区では人形芝居を受け継いでいこうという意欲がなくなりつつあり、班目 の復活は望むべくもなかった。　
その頃、同じ南足柄の地でささら踊の復活が図られていた。その
活動の中心となったのが婦人会有志であり、リーダーの宇佐見ウメさんであった。宇佐美さんの統率力に注目した教育委員会 遠藤金治さんの強い要請を受け、宇佐美さんが婦人会やささら踊の仲間に呼びかけて、昭和三八年の夏に、人形の練習が始まった。講師は永田先生の紹介で茅ヶ崎の乙女文楽の師匠・桐竹智恵子師にお願いした。その後、下中座の小澤孝蔵さんを招いた。　
その折、参加したのは次の方々である。
　
宇佐見ウメ
　
高部ウメ子
　
石井静江
　
前沢イネ
　
辻浜幸子
　
菊川タミ子
　
矢野松乃
　
露木富江
　
実方増子
　
小瀬シズ
　
加藤むつ
③平成二年の後継者育成事業　
昭和六〇年代に入ると宇佐見さんも亡くなり、他 方々も七〇代
が多くなって、後継者育成が急務となった。　
平成元年から、青少年指導員にも働きかけ、夜の練習の見学や、
ビデオ鑑賞などをしていた。その折は男性も参加していた。　
講師を下中座の副座長（当時）の林美禰子さんにお願いをするこ
とになり、講座が昼間開催となったため、女性のみの参加となった。　
森田さん、鈴木さん、林さん、岸さんなど多くが青少年指導員か
ら、玉野さん、柏木さんの二人がささら踊から、さらに班目がある福沢地区への呼びかけに応じた加藤さんや瀬戸さんなどが講座開始時から参加した。市教育委員会の担当が柏木勤さんであった。この講座に参加し 足柄座座員となった は次の方々である。　
安藤日出子
　
石川洋子
　
遠藤初子
　
柏木景子
　
加藤千世子
　
岸スズ子
　
工藤邦香
　
黒田千加子
　
実方弘子
　
鈴木孝子
　
鈴木宏江
　
瀬戸正子
　
高田洋子
　
玉野美津子
　
中村昌子
　
林征子
　
古屋テイ
　
松島和子
　
森田淳子
　
柳川紀枝
（二）長谷座日時：平成二七年八月一二日場所：厚木市役所話者：山口朋彦（昭和九年生まれ、顧問）
　
山口熱子（昭和二三年
生まれ、座長）
　
井上真弓（昭和三一年生まれ、副座長）
　
伊從保美
（厚木市教育委員会文化財保護課）
　
武内啓悟（同上）
①長谷の関係者、演技の継承　
はじめに、林が昭和五四年に会田鶴由さんから学び、記録してい
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た『絵本太功記
　
尼ヶ崎の段（前半） 』の演技台本を提示した。そ
れに対し、井上さんから、長谷座の旧座員間でも演技が違う。たとえば『序三番叟』の開始前に座員全員がお神酒を飲む。それから演技に入ると、石射重雄さんと神崎正雄さんに教えられ、平成一三年の記録映像にはその通りを記録して残した。が、その後、山口朋彦さんに「それは違う」と指摘された。どの演目も人 よって違う。だから、演 台本は意味をなさないとの発言があった。　『序三番叟』について、林が昭和五五年に高橋貞雄さんから教わり記録した『序三番叟』の動きと、平成二二年に山口朋彦さんから聞いた『序三番叟』の動きも違うと指摘したところ、 井上さんから、それが長谷座との意見があった。二人遣いであるこ 、足の裏を見せるように遣えと言われたことは、一致して る。②堰神社の祭礼　山口朋彦さんの話では、長谷では歌舞伎が非常に盛んであった。
堰神社の祭礼に歌舞伎の一 を呼んでいた。前年の農作物のとれ高によって、豊作の年にはＡランクの一座、並の年 Ｂランク 一座、不作の年にはＣランクの一座と変えていた。大道具 長谷の青年団が作製、管理、飾りつけを担当していた。大道具の貸し出し飾りつけに他地区へ雇われていくこともあったという。青 団が中心となって、長谷座を継承してきた。したがって、歌舞伎 影響は強いし、義太夫にも強く、芝居内容にも通じていた。③長谷の人形の動き
　
山口朋彦さんも林も、古くから「林は動く、長谷は動かない」と
言われていたことを話す。林座の岩崎正美さんの著述によれば、師匠だった吉田東九郎が荒事的遣い方であったという。正美さんの指導も「動かせ、 もっと遣え」ということが多かったと記憶している。　
長谷、林、下中座の三座とも、 「頼まれた演目は、できないなど
と言ってはならない」と言 ていた。芝居の内容にあわせて動きをつけていけということだった。　
井上さんは、昔の座員は技術が高く、それで 観る人を感動させ
ることができたが、今の自分たちにはできないと言っていた。④かしら 公演の写真　
林が昭和四二年に撮ったカシラの写真を見せた。西川伊左衛門作
といわれていた四点などである。井上さんは「そんなに いカシラがあったのですか、今はありません 神崎 が修理し 、すっかり変わってしまった。どのカシラをどう変えたのか皆目わからないので、元に戻しようがない」と言っ た　
パネルとして残されている上演風景の写真を皆で見た。堰神社の
祭礼でのものが複数あった。 公演場所を特定できな ものもあ一枚、南毛利小学校傍らにかつてあったスーパー笹兆ストア 店先らしいものがあった。（三）林座第一回
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日時：平成二二年七月六日
　
10：
00～
13：
00
場所：林公民館話者：山戸アサ子（昭和一五年生まれ、座長）
　
葉山信美（昭和
一一年生まれ、副座長）
　
須田タカエ（昭和一〇年生まれ、座員）
　
岩崎鐘（昭和二二年生まれ、座員）
　
落合良江（昭和一八年生まれ、
座員）
　
葉山操（八二歳、前座長）
　
平本元一（厚木市教育委員会文
化財保護課）他座員①林座座員の人間関係　
旧座員の血縁者である岩崎鐘
あつむ
さん、落合良江さんなどの話から、
座員の血縁関係がはっきりした。ａ
 　
平井慶三郎（兄）―平井武四郎
　
 　
岩崎峰五郎（弟）―岩崎正美―岩崎照夫
ｂ
 岩崎助次郎―岩崎金蔵―岩崎助三郎―
ｃ
 小島半次郎―小島織江―小島利雄―小島義一
ｄ
 杉山太吉―杉山友二
　　
杉山和美（兄）
　
 　　　　　　　 　 　
落合良江（妹）
②師匠たちの芸風　
岩崎鐘さんから、昭和四二年一〇月に当時の座長岩崎正美さんが
発行した小冊子『相模人形
　
林座の歴史』 （私家版）が提供された。
その小冊子の中で岩崎正美さん自身が直接教えを受けた吉田東九郎、西川伊三子の芸風について述べている。
　
吉田東九郎は明治三四、 三五年頃から明治四〇年まで毎年農閑期
に来ていた。性格は極めておとなしく芸熱心で、同じことを何かいでも繰り返しいやな顔もせずに丁寧に教えてくれたという。大柄で立役を得意とし、動きが大きかったようだ。　
西川伊三子は小柄で、芸も達者で東九郎より振りがよほどこまか
くて、女形遣いだったろうと思う。奥さん（語女太夫）は盲目だったが、 三味線、 義太夫ともに上手だった。伊三子 は大正二年に二ヵ月ほど、大正三年に約一ヵ月稽古をつけてもら という　
下中座の小澤孝蔵さんは、西川伊三子（後の伊左衛門）と吉田国
五郎に稽古をつけ もらい 国五郎の方が芸が細かく、品があったと言っているので 東九郎が一番振りが大きく、次が伊三子、一番振りが細かいのが国五郎ということになるだろうか（林の示唆） 。③昭和五〇年代の林座　
現座員の中で一番古くから関わってきた須田タカエさんの話を聞
く。須田さんは織物の里、半原の出身で布の見立てや裁縫が得意であるので、今も衣裳を担当している。須田さんが入座した昭和五〇年代末は、女性の数もあまり多く、主役級の人形や主 をさせてはもらえなかった。岩崎正美さんもご高齢 川瀬米子さんの指導が多かったように思う　
岩崎正美さん亡き後に入座した山戸アサ子さんは、もっぱら 瀬
米子さんの指導を受けたそうだ。④林座と長谷座の関係
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岩崎正美さんはその著書の中で、林座と長谷座は吉田朝右衛門に
師事していた頃から仲が良く、助け合っていたと記している。林が厚木に住み、長谷座の座員として活動していた昭和五三年から五九年にかけても、どちらが頼まれた公演でも二座ででかけて行くことが多かった。その頃を知る人は少なく、確認はできなかった。⑤現在の座員について　
厚木市主催の芸能学校で育った方の入座があったりして、新しい
座員が増えている。⑥鉄砲ざし　
昭和三七年に永田先生が林で撮影された当時 座長小島織江さん
の鉄砲ざしの構えと、下中座座長小澤孝蔵さんの鉄砲ざしの構えは大変違う。東九郎から習った構えと、伊左衛門や国五郎から習った構えの違いだろうか。ちなみに吉田文雀さんは今の下中 構えも鉄砲ざしだと言っていた（林の示唆） 。第二回日時：平成二五年一月二九日
　
13：
00～
15：
00
場所：厚木市郷土資料館参加者：小川繁（八二歳、 元座員）
　
葉山操（前出）
　
岩崎鐘（前出）
①岩崎鐘さんから父・助三郎さんの話を聞く　
助三郎さんは穏やかな性格と、教え上手だったことから、多くの
人が家を訪ねてきた。古いアルバムから女子大生の写っている写真を持ってきて見せ くれた。林美禰子が青柳さんと訪れた時、歓待してくれて、ほうろくに浄瑠璃本をちぎって敷き、焙じ茶を作ってくれて、驚いた話 して、昔はそうだったなあと懐かしんだ。助三郎さんは若い修業時代、先輩から苛めに近い仕打ちを受けて、自分は後輩に絶対同じようなことはすまいと心 誓ったそうだ。林座の人ばかりでなく、長谷座の山口朋彦さんも助三郎さんは良く親切に教えてくれたと言っ る。鐘さんは家にある資料は全部調べてまとめたが、資料が欠けている部分 多い。岩崎照夫さん宅が一番資料を持っているだろうから提供してもらえるとありがたいと言 ていた。②小川繁さん、葉山操さんの話　
林地区は昔から人形が盛んな地域だった。特に明治の終わりから
大正にかけては、 公演がつまっていて断られ 所があるほどだった。公演は祭礼に行うことが多かったし、酒はつきもの、よく飲 だ。　
昭和の終わり頃からは座員も少なくて、大変 厚木東高校
との連携もうまくいかなくなったそうだが、理由は、 っきりとは言わなかった。　
相模人形の代表的な振 （型）について体で示してもらった。立
ち見得などは下中座とそっ り同じだった（林の示唆） 。（四）前鳥座
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第一回日時：平成二三年九月二〇日
　
10：
00～
12：
00
場所：四之宮公民館話者：池谷清治（昭和一二年生まれ、池谷周蔵・重五郎の子孫、昭和五三年頃より三、 四年座員）
　
田邉純夫（昭和一六年生まれ、田辺
長五郎の子孫）
　
平野達雄（昭和一二年生まれ、座員、昭和三二年
頃入座）
　
高梨繁（昭和九年生まれ、座員）
　
相原正男（昭和一四年
生まれ、元座員）
　
高梨正夫（昭和八年生まれ、元座員、退座後も
公演を手伝う）
　
田辺功（昭和一七年生まれ、座長）
①四之宮の人形停滞期　
昭和四年の昭和恐慌に端を発した大不況では、深刻な不景気に見
舞われた。人形芝居どころではなく、カシラ、衣裳をはじめ、いっさいを焼き払ってしまおうとい 悲壮な相談さえしたという。がさすがにカシラと衣裳だけは焼却するに忍びず、各家に分散して、それぞれ 保管し と伝えられていた。　
今回の聞取りで、カシラと衣裳は池谷重五郎さん宅、野島与五郎
さん宅、前鳥神社社務所の三ヵ所に、ほとんどが保管されていたことがわかった。　
保管していた家が少なかったこと、祭礼などではプロの劇団を招
いての歌舞伎上演が常であったことなどから、地元で人形芝居が話題にのぼることは、皆無といってよかった。そのためか、保管して
いた家の方々や、座員であった方々以外の住民は「四之宮の人形」の存在すらまったく知らなかったという。②現在の前鳥座のカシラ　
明治四二年の平塚の大火で焼失してしまった人形用具についての
話である。永田先生は著書に、人形連中は大いに責任を感じ、自分の家の復興は後回しにして、大阪まで出向き、人形を買い求めてきたと記している。ちょうど大阪では彦六座が閉じ 後でもあり、彦六座のものを購入したのではないかとも言われてきた。しかし、林はその確証はつかめないできた。また、平野博さんは、その著書『浄瑠璃への道―人形芝居ととも 四十余年』 （湘南座友の会
　
一九九七年）の中で、 「明治二十六年頃、大阪 彦六座がつぶれので、 その人形 カシラを求めたの はないかと 私が何気 くいたことが まことしやかに伝えられ という苦 記憶がある」と記している。　
今回、 野島与五郎さんが「吉田三十郎の人形を大部分譲り受けて、
足りない分を買い求めたので ないか」と語っていたことが確認できた。③昭和三二年二月に始まった後継者育成事業　
昭和三二年秋、戸川貞雄平塚市長により、四之宮の人形は「前鳥
座」と命名され、平野亀次郎さん 初代座長と った。自治会長でもあった平野亀次郎さんは、自治会の下部組織であった青年会へ働きかけた。青年会会長の上原孝生さん 呼びかけに応え、集まった
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青年会有志は一六名。その中で四之宮の人形の存在を知っていたのは、池谷清治、田辺進の二名 み あったという。　
今回の聞取りで活動の詳細を確認した。講師は、下中座の小澤彌
太郎、小澤孝蔵、岸弥七の三 であった。はじめは、高梨正夫さん宅に師匠が泊った。その後、自治会 布団を三組購入して、前鳥神社の社務所に泊ってもらうことにした。食事は高梨正夫さんの母上が用意した。高梨正夫さんの父上は「中村登
と
良ら
三ぞう
一座」という劇団
の座元で、母上が大勢の食事や宿泊の世話を苦にしない人であったことから、引き受けてくれたのだと、高梨正夫さんは語った。その頃、師匠たちは週四日、四之宮に泊って指導し、週三日小竹に帰るという生活をしていた。　
ところが、青年たちは皆、農家の跡取りで大事な働き手である。
夜九時、一〇時にならないと集まらない。時にはやってこない日もあって、師匠たちが怒ってしまい、小竹に帰ってしまった。あわてて詫びを入れたが、 「お前たちが小竹に通って来い」ということになり、小竹の青年会場へでかけて行くよう な た オート三輪荷台に乗って、月に一〇回くらい小竹に通ったという。帰りはいつも夜中の一二時を回っていた。平塚市 八幡にそんな時間でも営業している 華料理店が一軒だけあって、そこで一杯四〇円のラーメンをすすりながら話すの 楽しみだった。　
三人の師匠のうち、小澤彌太郎さんが立役、岸弥七さんが女形、
小澤孝蔵さんは女形だが立役もこなした。特に小澤孝蔵さんの女形
は巧みで、 「まるで生きているようだった。しなやかでほれぼれしたなぁ」と皆が口を揃えた。教え方はどちらかといえば大ざっぱだが、優しくて怒られたことは一度もない。何度でも繰り返して教えてくれた。　
一番難しかったのが、義太夫を理解すること、あらすじの説明も
ないし、台本もない。池谷清治さんは「自分らが結局ついていけずに止めて まったのは、義太夫がわからなかったことも理由の一つかなぁ」とつぶやいていた。　
座員数が増え、活発に公演活動もできるようになった前鳥座だっ
たが、 昭和三〇年代半ばに地域の大きな変化が起こった。平塚市は、東京に近いこと、港があることなどから、大企業 進出し 昭和三四年から三六年にかけて、 四之宮に隣接する八幡地区に古河電工、横浜ゴム、小松電子金属、関西ペイントが工場を建てた。四之宮地区は社宅や寮などの用地 して買収されたりして 青年たちは多くが勤め人となった。池谷さんたちの話では月給八千円くらいだったそうだ。平日は会社で働き、休日は農作業に精を出すと う生活は、専業農家の時に比べ 圧倒的に時間の余裕は少なくなった ただでさえ続けることが困難に って た中で、青年たち 平野亀次郎座長との間に意見の食い違いがで 昭和三五年に青年たちが多くやめていって、八名までに減ってしまった。さらに、残った青年たちも意欲を失い 休止状態になってしま た。
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第二回日時：平成二三年二月二二日
　
13：
00～
15：
00
場所：平塚市役所
　
話者：小出茂（昭和九年生まれ）
　
古尾谷哲（昭和一八年生まれ）
①平塚市役所職員による人形研究グループの活動　
昭和三五年、平塚市税務課長であった平野博さんが部下に声をか
けて作った。今泉義廣さんをリーダーとして一二名が参加した。　
昭和三五年から三八年までは、小澤彌太郎・孝蔵さんの指導を受
けた。旧庁舎のカウンターをてすりがわりとし、 テープで稽古した。前鳥座の手伝いとして始めたのだが、稽古に前鳥座座員はあまり加していなかった。人形はそのつど前鳥座から借りた。前鳥座座長の半
はん
谷や
兼かね
吉きち
さんも市役所職員と前鳥座との合同公演を望んでいた。
実際に合同で公演に参加した実績もあり、人形の虫干しを職員が手伝ったりしたこともあったのだが、なかなか二つの距離は縮まらないように感じた。　
昭和三九年に新庁舎に移り、師匠も乙女文楽の桐竹智恵子さんに
かわった。小澤彌太郎・孝蔵さんたちは、鉄砲ざしで大きく遣った。振りが大きく、自由奔放で、自分たちはついていけなかった。また、やる度に振りが違っているように思えて納得が かなかった。　
前鳥座の義太夫を語ってくれていた国森鳴門氏の紹介で、桐竹智
恵子氏に出会った。やる度に振りが同じで安心して習うこ ができ
た。　
新庁舎に移った頃は、世間でも義太夫を習っている人が多かった
ので、お寺の行事など、公演が多くあった。秋のシーズンなどは、毎週舞台に出ていた。市役所の職員が郷土芸能を守るために立ち上ったという話題性もあり、メディアによく取り上げられた。ＴＶなども「それはわたしです」 「私の秘密」 「町から村か 」などの人気番組に出演した。日活映画 「悪太郎」 に出たのも良い思い出に っている。　
昭和四五年初めに、当時平塚市の収入役になっていた平野博氏の
尽力で、 乙女文楽の人形一式を平塚市が桐竹智恵子氏から購入し市役所グループは、そ を使って稽古することになった。さらに、 桐竹智恵子氏が平塚市教育員会の人形関係の嘱託と ため、衣裳の新調なども容易となり、市役所グループの人形芝居は一層弾みがついた。　
昭和四〇年代まで活発に活動していた市役所グループだったが、
昭和五三年に平野博氏が市役所を退職してから、 活動も下火となり、中心となっていた今泉氏が退職した平成七年 、その幕を閉じた。②市役所人形研究グループの方々　
今泉義廣
　
大城宣
　
小出茂
　
亀谷幸蔵
　
内藤守
　
須谷もと
　
古尾谷哲
　
安居院勝
　
森田正昭
　
朝倉武久
　
山木正
　
浦田規義
　
佐藤君代
― 74 ―
　
市役所グループが桐竹智恵子氏から修得した演目は次の通りであ
る。　「傾城阿波の鳴門
 巡礼歌の段」 「壺坂観音霊験記」 「生写朝顔話
 
宿屋の段
 大井川の段」 「御所桜堀川夜討
 弁慶上使の段」 「伽羅先代
萩
 政岡忠義の段」 「傾城恋飛脚
 新口村の段」 「二人三番叟」 「新版
歌祭文
 野崎村の段」
（五）下中座日時：平成二四年九月一五日
　
13：
30～
17：
00
場所：橘タウンセンターこゆるぎ参加者：岸忠義（大正一五年生まれ、座長）
　
林美禰子（昭和二〇
年生まれ、副座長）
　
大沼ゆき枝（昭和五年生まれ、座員）
　
小澤千
代子（昭和一一年生まれ、座員）①昭和五〇 代頃の下中 について　
大沼ゆき枝さんが巌マキさんに衣裳製作を頼まれて下中座に出入
りするようになったのが、昭和五一年頃だった。練習の場に居あわせると、小澤孝蔵さんから、 「人形を持て」と言われ、知らないうちに人形を遣うようになった。　
昭和五四年に小澤千代子さんを誘い、巌 が亡くなるまで、下
中地区では三人で活動を続けてき 。 そ 頃には、 小田原城内にあった県立青少年会館で続けてきた後継者育成事業で育ち 残った人た
ちも小竹の青年会場に練習に来るようになり、一緒に練習をした。　
また、前鳥座では、半谷兼吉座長が休止状態だった若手座員を呼
び戻そうと、大変な努力をされ、昭和四二年、再び青年たちが小澤孝蔵さんの指導のもと、本格的 稽古を開始した。昭和五〇年代には、下中座でも座員 高齢化が進んでいたため、前鳥座の三〇代、四〇代の座員は下中座からも頼りにされ、小澤さんたちが得意としていた大物時代狂言を仕込まれた。　
大沼さんたちが入った昭和五〇年代からは、下中座と前鳥座の合
同稽古、合同公演が多くなった。当時下中座 は軽トラックを運転する人もいなかったため、前鳥座が前鳥座の人形や舞台用具を運で公演をこなすことも増えた。なかでも、当時座長代理や座長として前鳥座を支えていた新倉利治さんは、献身的に小澤孝蔵さ 尽くした。新倉さんの活躍がなければ ばかりでなく下中座も続いていなかっただろう。　
昭和五五年に県立二宮高校相模人形部ができてから、高校生に伝
承するために池田實教諭が台本を作製するようになった。高校生ばかりでなく成人 も必要ということで 青柳暁子さん、林美禰子らが台本を作るようになった。林が二宮高校に通うようになった昭和五九年から浄瑠璃だけで く、演技も書き込んだ演技台本として整備するようになった。②小沢孝蔵さんのこと　
孝蔵さんは、義太夫も演技もすべて頭 入っていて、義太夫を口
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ずさみながら教えてくれた。自分の体でやってみせて、人形を遣った形を直すことが多かった。厳しく叱られることはなかった。 「足が大事だ」とはよく言っていたが、足を遣って教えてくれることはなかった。女の足 巌さんが上手で、孝蔵さんも「足は巌さんに聞け」と言 ていた。巌さんは橘町役場に勤めていた時から、下中座に参加していた。昭和四三年の明治一〇〇年祭の行事で、県立音楽堂で公演した折、 『傾城阿波の鳴門
 巡礼歌の段』でお鶴の主遣いを
した。その時、緊張のあまり、舞台で倒れてしまい それ以来、足遣いに徹していた。　
孝蔵さんは若い頃から名手と言われ、主役の主遣いばかりしてい
たためか、足を遣うことは得意ではなかったようだ。西川伊左衛門に一五才の折から師事し、吉田国五郎にも教えを受けて舞台をともに踏むこともあっただけに、遣い方、振り（型）はしっかりして、自信を持って指導していた。一つの振りを教える時、どういう意味合いで使われる振り 、女と男でどのような違 があるかなどの説明もあり、わかりやすかった。ただ 非常に人形を遣うことが好きなためか 舞台で こぞという見せ場で強引に主役の主 いを奪ってしまうことがあって、新人のやる気をそぐ事があった。 『伽羅先代萩
 政岡忠義の段』の政岡のくどきが一番ひどかった。
　
孝蔵さん、彌太郎さん、岸三千三さんなど名手と言われる人が多
かった時代（昭和のはじ ら四〇年代まで）は、人形 のめりこんで家業を省みない遣い手が多かった。農繁期 あっても、声がか
かると三日も四日も家を空けてとくにお金も持って帰らなかった。息子たちは、母親の苦労が身にしみ、自分たちは芸事をし いと心に誓っていたようだ。岸忠義さんが後継者育成事業をしようと、小竹の人々に協力を呼びかけた時、 「人形なんかやったら家がつぶれる」と 冷やかな声が返ってきた。小竹 限っていたら、人は集まらないと判断して、資格制限いっさい無し、 浄瑠璃の好きな人は集まれという募集 踏み切った。仕事を持った人が参加しやすいよう、月二回土曜日の午後を練習日とし、練習会場も可能な限り交通の便の良い所に設定した。過去の後継者育成事業 単年度から長くても三年で、 終わった後 定着率が悪い いう結果であったので、受け入れ体制の充実を図ることを心がけ、一一年に亘る事業 組んだ。孝蔵さんはこ 事業に平成三年から二年間くらい参加した。③鉄砲ざしのことなど　
昭和五〇年代から、人形も仰度の無い前鳥座の人形を遣うことが
多かったし、鉄砲ざしを特に意識したこ は無い。下中座のカシラも仰度が二〇度近くあるもの 他 カシラより小さく、こわれてるものも多くて、舞台では使っていなかった。一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣えるので、あまり鉄砲ざしを意識して遣はいない。　
平成三年開講の下中座「相模人形教室」では、相模人形の特徴に
ついても講義した。鉄砲ざしの定義、鉄砲ざしの実技 学習 行 、新人たちも人に説明できるようにした。平成三年に白
しら
髭ひげ
神社の高い
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神楽殿で公演した時も、あまり鉄砲ざしを意識しなかったと記憶している。　
昭和三〇年代まで祭礼の折に当番の家で上演した。野掛け公演な
ども多くしていたが、昭和四〇年代から、公民館やホールなどで上演することが多くなった。北条祭や農業祭、明りの祭典など、野外舞台で たまにあるくらいだったと思う。　
昭和五〇年代と今を比較して、一番変わったのは舞台と衣装が立
派になったこと。人形 落ち着い ことだと思う。三．まとめ　
以上が聞書きの内容である。 注がないとわからないことが多いが、
今回は報告のみにとどめ後に完全なものとした 。　
次の五点についてまとめておく。
（一）鉄砲ざし　
鉄砲ざしに関しては、下中座 「昭和五〇年代から、人形も仰度
の無い前鳥座の人形を遣うことが多か し、鉄砲ざしを特 意識したことは無い。下中座のカシラも仰度が二〇度近くあるものは他のカシラより小さく、こわれているものも多くて、舞台では使っいなかった。一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣えるので、あまり鉄砲ざしを意識して遣ってはいな 。 」ということが他 座にもいえる ではないだろうか 別の機会に長谷座の座長、副座長と話した時、やはり意識されていなかった。長谷座は現在も仰度の
あるかしらを使用しているが、先に言うように「一〇度前後の仰度だと手首の修正だけで遣える」ので意識されず、またそれを当たり前のこ として伝承してきてい から あろう。　
林座の聞書きの折、林美禰子は鉄砲ざしの構えも人によって違う
という見解を述べている。筆者（大谷津）も阿波淡路や長野伊那谷でも鉄砲ざし 構え かしらを調査した結果が、かしらの仰度も強いものから相模のように微 のものまで一様ではなく、構えもそれ相応な構えがあるとみている。それを踏 え、筆者 鉄砲ざしに歴史的に段階があった可能性を憶測 ている。（二）人形の動き　
人形の動きは長谷座の顧問の山口朋彦や林美禰子が記憶している
ように人形はよく動いたようだ。林座の証言で、昔の師匠の一人吉田東九郎は「動きが大きかったようだ」といっている。前鳥座 証言でも、 「小澤彌太郎・孝蔵さんたちは、鉄砲ざし 大きく遣った。振りが大きく、自由奔放で、自分たちはついていけなかった。 」とある
（注６）
。鉄砲ざしと人形の大きな動きとは密接な関係があるとみられ
る。（三）上演の場　
鉄砲ざしが変化していく背景には上演の場の変化があった。
　
下中座の証言に「昭和三〇年代まで祭礼の折に当番の家で上演し
た。野掛け公演なども多くしていたが、昭和四〇年代から、公民館やホールなどで上 することが多くなった。北条祭や農業祭、明り
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の祭典など、 野外舞台ですることがたまにあるくらいだったと思う」という。　
昭和四〇年代から家の中や野外舞台での上演から公民館・ホール
へと移り変わっていったようである。（四）継承方法の変化　
市川鉐
せき
雄お
が足柄座の前身、班目人形
（注７）
時代の継承方法を「斑目の
男性は一五才で部屋住み（今の青年会のようなものと説明された）となり、先輩たち 寝起きを共にして 様々の伝統、しきたり、文化などを教わった。人形もその一つだった」と語っている。班目人形も、いわゆる村落社会における若衆組、後の青年団における娯楽、教育的役割の中で継承されてきたことがわかる。林座の話 もあように、昭和五〇年代でも女性はどちらかといえば裏方で主役級の人形や主遣いはさせてもらえなかったという も、この名残りかと思う。　
今回は話されていないが、前鳥座は今でも前鳥神社の氏子が継承
している。（五）後継者育成事業　
現代において後継者の確保はいずれも切実な問題 五座のうち
座で後継者育成事業を行っている。　
足柄座、下中座は聞書きの中にも記載がある。足柄座は前述のよ
うに平成二年、下中座は平成三年に下中座人形教室を開講した。厚木市の長谷 ・林座でも平成一六年から五年間、厚木市主催の芸能
学校という形で後継者育成事業を行い、いずれも現在でも必要に応じて行われている。　
聞書きを整理することで、鉄砲ざしの戦後の変化とその背景が多
少なりともわかったように思う。今後はかしらや衣裳なども併せてみることで鉄砲ざしの操り方の変遷を、より確かなものにしていきたい。注（注１）
　『神奈川県民俗芸能誌
　
増補改訂版』 （神奈川県教育委員
会
　
錦正社
　
一九六八年）八二七～八三〇頁、 『神奈川縣文
化財圖鑑
　
無形文化財民俗資料篇』 （神奈川県教育委員会
　
一九七三年）一七六～一七七頁。共に執筆者は永田衡吉。
（注２）
　
相模人形芝居の特徴である鉄砲ざしについては、永田衡吉
『鉄砲ざし―相模人形芝居の特徴―』 （小田原市教育委員会
　
錦正社
　
一九八三年）に詳しい。他、 『日本の人形芝居』 （錦
正社
　
一九六九年）五二八～五三一頁にも鉄砲ざしについて
の解説がある。鉄砲ざしの初見は 九四三年（昭和一八）石割松太郎の『人形芝居の研究』 （修文館）一二二～一二三頁であるとされる。同書では鉄砲ざしは東京の人形の遣い方で、下品だといってい
　
（注３）
 
前掲 （注２） 永田衡吉 『鉄砲ざし―相模人形芝居の特徴―』
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（小田原市教育委員会
　
錦正社
　
一九八三年）二九頁。
（注４）
　『平成一二年度～平成一四年度科学研究費補助金（基盤
研究（Ｃ） （二） ）研究成果報告書
　
人形浄瑠璃の発生と展
開に関する研究
　
―地方の人形浄瑠璃のかしらを資料とし
て―』 （研究代表者大谷津早苗
　
平成一五年三月
　
課題番号
12610454 ） 、 『平成一五年度～平成一七年度科学研究費補助金
（基盤研究（Ｃ） （二）研究成果報告書
　
人形浄瑠璃の発生と
展開に関する研究
　
―地方の人形浄瑠璃のかしらを資料とし
て―』 （研究代表者大谷津早苗
　
平成一八年三月
　
課題番号
15520117 ）等。
（注５）
　
前掲（注２） 『日本の人形芝居』 （錦正社
　
一九六九年）
五二八～五三一頁の鉄砲ざしの解説で、江戸系、阿波・淡路の人形はほとんどすべてが鉄砲ざしである 更に岐阜の真桑人形も鉄砲ざし 伝える。筆者（大谷津）は江戸系、阿波・淡路、真桑人形、更に長野県 今田、黒田等伊那谷の人形芝居の人形も鉄砲ざしであることを現地調査にて確認した。前掲（注３）の報告書、 『飯田市美術博物館報告書１
　
伊那谷の
人形芝居［かしら目録台帳］ 』 （一九九一年
　
飯田市美術博物
館）等参照。
（注６）
　
小沢彌太郎・孝蔵については相模人形芝居下中座『相模
人形芝居下中座の歩み』 （相模人形芝居下中座代表岸忠義
　
一九九八年）が詳しい
（注７）
　
足柄座の前身班目人形については、本文中の『史談あしが
ら
　
第一集』他、 『郷土資料館調査報告書第３集
　
相模人形
芝居足柄座』 （南足柄市郷土資料館
　
一九九三年） 、相模人形
芝居足柄座『班目人形調査報告書』 （相模人形芝居足柄座
　
二〇〇四年）等が詳しい。
付記　
この度の報告では、内容を明確にするため話者の許可を得て、実
名・生年（年齢） ・立場を記載しました。　
調査にあたり、厚木市、小田原市、平塚市、南足柄市の各教育委
員会、長谷座、林座、下中座、前鳥座、足柄座の各座長（山口熱子様、山戸アサ子様 田辺功様
　
玉野美津子様）はじめ、ご協力いた
だきました座員、関係者の方々には大変お世話になりました。記して御礼申し上げます。　
本研究は、平成二二～二五年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）
研究課題名「人形浄瑠璃の操り方の変遷に関する研究―江戸系鉄砲ざしの検証と再現―」 （研究課題番号
22520196
研究代表者大谷津
早苗、研究協力者林美禰子）の研究成果の一部である。
